
育 成 方 針

トレーニング曜日・時間・場所

●〝楽しく、努力し、上手になろう〟選手一人ひとりを指導
● ポジティブな態度で何事にも臨み、自信に満ち溢れた立ち居振る舞いのできる人間形成
● 人間力を育む ①聞く力②観る力③考える力④振り返る力 この4つの力を養う

■開催日: 毎週 月（FPのみ）・水・木（FP・GKいずれもOK）
■時 間 :（月／木）18：30～20：30 （水）19：00～21：00
■場 所 :フォルトゥナ・アルプス・プラッツ （通称：プラッツ）（クラブ専用人工芝サッカー場）

住所：南アルプス市上今諏訪1230-1
■持ち物: サッカートレーニングができる準備 （ボールは不要）
＊事前予約は必要ありません。練習時間の前にクラブハウスまでお越しください。

指 導 ス タ ッ フ

お問い合わせ代表監督 皆川新一

090-4531-6211
クラブハウス 藤島

055-244-5055

⃣2022年度
クラブ説明会開催日
２月10日・24日
3月10日・24日
18：30～

ｆAP学習支援室

無料体験練習 開催

クラブ説明会

皆川新一
S級ﾗｲｾﾝｽ

藤島周土
B級ﾗｲｾﾝｽ

梶野勇太
B級ﾗｲｾﾝｽ

阿佐美宗平
GK-A級

輿水栄輝
B級ﾗｲｾﾝｽ



これまでのU-15の選手たちの高校進路先

◆県外Jリーグ：鹿島アントラーズユース、サンフレッチェ広島ユース、浦和レッズユース、FC東京U-18、清水エスパルスユース
◆県外高校 ：市立船橋高校、前橋育英高校、清水桜ヶ丘高校、浜松開誠館高校、静岡学園高校、帝京可児高

：ルーテル学院高校（熊本県）、青森山田高校、四日市中央工業高校、鹿島学園
◆県内 ：ヴァンフォーレ甲府U-18、韮崎高校、帝京第三高、東海甲府高、山梨学院付属高、駿台甲府高・・他

そして、その先は？
◆Jリーガーになった選手（抜粋）：
★柏好文（4期生：サンフレッチェ広島所属）韮崎高校→国士舘大学→VF甲府→現）サンフレッチェ広島
小学5年生からクラブに入会、ジュニアユース期には、体は小さかったが得意のドリブルのキレを武器にするべく努力を重ねた選手だった。現広島で
は、ゲームキャプテンとして活躍している。

『私自身が今もJリーグの中で活躍できてるのも、フォルトゥナ時代を過ごす中で培い学んだことが大きかったと思っていま
す。基礎、基本技術はもちろんサッカーにおけるアイデア、戦術、たくさんのことを学びました。サッカーを楽しむこと、見
ている人が楽しめるサッカー。フォルトゥナの魅力がいまの自分の最大の武器だと思っています。フォルトゥナでの3年間、
皆川さんのもとで学び、考え、頑張ってください！！みなさんとプロとして会えるよう待ってます！！』

★小山泰志（5期生）市立船橋高校→FC東京 現引退
ジュニアユースから入会、中学3年生時に日本代表U-15に選考され国際大会に出場、市立船橋高校では1年時にレギュラーとして全国選手
権大会で準優勝している。3年時には副主将としてチームの要として活躍。

★平出涼（8期生：鈴鹿ポイントゲッターズ所属）FC東京ユース→FC東京→カターレ富山→ラインメール青森→現）
小学2年生からクラブに入会、ジュニアユース期には、同期の深澤大地選手（来季TOPチーム加入予定）との2枚看板で日本代表U-15の選
考会にも二人で参加。天才肌の深澤選手に比べて、努力型の平出選手、基本に忠実なプレーで守備的なMF・またはセンターバックとしてFC
東京からの熱心な勧誘でユースに進み、チームの中心として3年間活躍した。

★西室隆規（10期生：ラインメール青森所属）鹿島アントラーズユース→法政大学→カターレ富山→現）チーム
ジュニアユースから入会、大月市から通った。中学3年生時に鹿島アントラーズとのトレーニングマッチでMFとしての力を認められ、ユースに進む。
高校3年生時にはチームの主将としてリーダーシップを発揮し、法政大学でも4年間レギュラーで活躍した。ちなみに、クラブの梶野コーチとは、鹿
島ユース時代の同期で一緒にプレーした。

★早坂龍之介（11期生：タイのプロチーム所属）浜松開誠館高→明治大学→ザスパ群馬→現）チーム
小学2年から入会、浜松開誠館高時には1年生時からサイドバックとしてレギュラーで活躍、静岡県高校選抜としても活躍。

★寄特直人（11期生：SC相模原所属）浦和レッズユース→ファジアーノ岡山→現）SC相模原
小学2年から入会、ジュニアユースU15時には高円宮杯県大会優勝の中心選手。

★須貝英大（15期生：ヴァンフォーレ甲府所属）浜松開誠館高→現）明治大学サッカー部→VF甲府TOP
バンビーニから入会。 明治大学サッカー部では2年時からリーグ戦に出場し、ユニバーシアード日本代表候補にも選考。
フォルトゥナで培ったリーダーシップを高校でも大学でも発揮し、常にチームの中心的な存在でいる。

『ヴァンフォーレ甲府の須貝英大です。フォルトゥナに入り、スタッフの熱い指導の下、サッカーが上手くなるだけでなく、ひ
とりの人間として成長することができました。自分で考え、行動する。いいプレーが出来るようにいろいろなチャレンジをす
る。フォルトゥナで学んだことは今の自分にとてもいきています。少しでも成長したいと思っている人はぜひフォルトゥナ
へ』

★山内康大（16期生：ヴァンフォーレ甲府所属）VF甲府ユース → 日本大学サッカー部 →VF甲府TOP
中学1年生からGKとしてフォルトゥナに入会、2年生時から3年の試合にも出場、県トレセンでも中心選手・GKとして活躍した。

クラブ代表コメント

『フォルトゥナは創部23年が経過、高円宮杯でも県大会4連覇する黄金世代もあった。そして来年度24年目という新しい扉が開き、
新しいフォルトゥナの絵を描く時が始まります。その新しい景色に向けて、クラブは君たちの力を待ち望んでいます。これまでクラブのス
タッフと共に培ってきたフォルトゥナ魂をさらに継続して、みんなのチカラでクラブの目標のひとつでもある全国大会に押し上げて欲し
い。さらにクラブの大きな目標は個々の力を大きく変えていくことです。それぞれの夢に向かっていくための環境作り・指導・働きかけを、
スタッフ一丸となって造り上げていきます。さらに、3年後の進路に向けても我々スタッフのネットワークで道を造ります。その道は、さま
ざまな可能性が我々のクラブにはあります。サッカーの道はプロになること、またそれだけではありません。我々は常にポジティブシンキ
ングで自信に満ち溢れた立ち居振る舞いで行く先々でリーダーシップを発揮できるような、人間力のある選手を育成していきます。』


